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して 2 種類の結晶構造を持つGd2O3、Eu2O3をそれぞれ混合し、異なる量のZnOを加え、空気中で 1200℃、
5 時間焼成した。出発原料の結晶構造の違いによるZnO付加の効果を明らかにするため、異なる量のZnOを
加えた試料に対し、発光スペクトル測定、X線回折測定を行った。 
1 単斜晶のGd2O3と単斜晶の Eu2O3を用いて作製したGd2O3:Eu3+蛍光体 ZnO図 に示すように、 に を加え
ると発光強度が増加し、Gd2O3 5mol% ZnO 、623 nm ZnOに対し の を加えるだけで における発光強度は を加
えない場合と比べ約3 倍 1 、ZnO Gd2O3:Eu3+蛍光体 (112)になった。また、図 に示すように の添加により、 の
単斜晶のEu2O3 XRD (32.21°)ピークはわずかに低角側にシフトし、 の ピーク に近づいた。(112)ピークシフ
トと発光スペクトル強度の変化はよく対応している。このことから、ZnO添加によりGd2O3へ取り込まれる
Eu3+の量が増加するといえる。一方、立方晶のGd2O3に単斜晶のEu2O3を用いて作製したGd2O3:Eu3+蛍光
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図 1 ZnO Gd2O3 (112)

































クシフトと 623 nmにおける発光強度変化。 
